
Ｊ

石
割
山

＊
家
族
向
き
　
日
帰
り
　
＊
適
期
＝
９
月
下
旬
～
６
月
上
旬

山
中
湖
の
東
に
聳
え
る
石
割
山
は
、
登
山
口
か
ら
の
樫

局
差
４
０
０
尨
ほ
ど
で

家
族
連
れ
で
気
軽
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
開
け
た
山
頂
か
ら
の
眺
め
は
す
ば
ら

し
く
、
真
つ
向
に
対
面
す
る
富
士
山
が
実
に
雄
大
で
あ
る
。

富
士

急

行

線
富

士

吉
田

駅

か
ら

平

野

行

き

の

バ
ス

に
乗

り

、

終

点

の
平
野

で

下

車

。

バ
ス
停

か
ら

道
志

方
面

へ

の
道

を

進

む
と

、

少

し
先

に

石

割
山
（

イ

ク
コ

ー
ス

入
口

の

バ
ス

停

が
あ

る

。
そ

こ

を
左

の
車

道
に

入

っ
て

、
し

ば

ら

く
先

の

真

っ
赤

な

鳥
居

の

立

つ

広
場

が

石

割
山

登
山

口

で

あ

る
。

鳥

居

を

く
ぐ

る

と
長

い
階

段

が
続

く

。

そ
の

数

４
０

３

段

で
1
9
9
2

年

（
平

成
４

）

に

建

設
さ

れ

た

も

の
だ

。

階

段
を

登

り

切
り

、
さ

ら

に
ひ

と

登
り

で

尾

根
に

出

る

が

、
そ

こ

に

は
山

麓

か

ら

の
車

道

が
通

じ

て

い

る
。

車

道
な

り

に

ブ

ナ

の

大
木

が
点

在
す

る
尾

根

を
上

っ
て

い

く

と

、
石

割

細
枝

の

社

則
に

出

る

。
山

名

の
由

来
と

な

っ
た
Ｉ……行

以

上

も

あ

る
巨

岩

は

、

斜

め
に

大

き

く
割

れ

て

い
て

、

人
間

が

Ｉ
人
通

り

抜

け

ら
れ

る

。
岩

の

割

れ
目

か
ら
は
、
わ
ず
か
な
水

が
落
ち
て
お
り
、

飲
む
と
万
病
に
効
く
と
い
わ
れ
て

い
る
。

石
割
神
社
を

後
に
、
ク
マ
ザ
サ
が
重
な

肛
合
う
急
斜
面
を
登
る
と
、
三
等
三
角
点

が
置

か
れ
た
石

割
山
頂

（
1
4
1
3

口
）

に
つ
く
。
正
面
に
は
富
士
山
が
長
く
裾
を

広
げ
、
眼
下

に
は
中

里
湖
の
水
面

が
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
。
西

の
尾
根
続
き
に

あ
る
大
出
山
越
し
に
御
坂
山
塊
が
、
さ
ら

に
そ
の
う
し
ろ
に
は
南
ア
ル
プ
ス
の
雄
峰

群
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
御

正

た
い
　
　
し
ゃ
く
し
　
　
　し
し
と
め

体
山
、
杓

子
山
、
鹿
留
山
、
三

ツ
峠
山
な

ど
の
眺
め
が
よ
く
、
忍
野
村
は
す
ぐ
右
下

に
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。

帰
路
は
平
尾
峠
へ
向
か
い
尾
根
道
を
下

り
、
平
尾
峠
か
ら
平
野
へ
と
下
り
る
。
途

中

か
ら
登
り
に
歩
い
た
長
い
階
段

が
見
え

る
。
の
び
や
か
な
山
裾
の
道
と
な
っ
て
、

さ
ら
に
下

る
と
別
荘
地
の
な
か
か
ら
石
段

を
下
り
る
と
、
登
り
に
使
っ
た
道
に
出
る
。

平
野
の
バ
ス
停
ま
で
は
、
そ
の
道
を
戻

る
。

Ｊ

高
座
山
・
杓
子
山

＊
一
般
向
き
　
日
帰
り
　
＊
適
期
＝
９
月
下
旬
～
５
月
下
旬

山
梨
百
名
山
の
ひ
と
つ
で
あ
る
杓
子
山
は
、
道
志
山
塊
の
西
端
に
位
置
し
て

い

る
。
明
る
く
開
け
た
山
頂
か
ら
は
富
士
山
を
は
じ
め
、
山
中
湖
、
御
坂
山
塊
、
南

ア
ル
プ
ス
の
眺
め
が
す
ば
ら
し
い
。

富
士
急
行
線
富
士
吉
田
駅
か
ら
内
野
行

き
の
バ
ス
に
乗
り

、
途
中
、
忍
野
富
士
で

知

ら
れ

る

忍
野

村

刃
訟
早
を

す

ぎ

袷
擢
｀
前

で

下

車
す

る

。

少
し

戻

り
忍

野

小

学
校

、
中

○
石
割
山

富

士
急

行
線

富
士

吉
田
駅
（
富
士

急
行

バ
ス
3
5
分
）
平
野
（
3
0分

）
石

割
山

登
山

口
（
4
5
分

）
石

割
神
社
（
2
0
分

）
石

割
山

（
2
0分
）
平
尾

峠
（
１

時
間
）
平

野
（
富
士

急
行
バ
ス
3
5分
）
富
士

吉
田
駅

歩
程
＝
２
時
間
5
5分

地
形
図
１
５
万
／

山
中
湖
　
2
.
5万
／
御

正
体
山

○
山
行
ア

ド
バ
イ
ス

・
富
士
吉
田

駅

か
ら
石
割

山
ハ
イ
ク
コ

ー
ス
入
口

を
経
由
す

る
道
志

民
宿
行
き

の
バ
ス

は
、
便
が
少
な

い
の

で
利
用
は

無
理
だ

ろ
う
。
平
野

か
ら
歩

い
て
も
１

区
間
で
わ
ず

か
な
距

離
で
あ
る
。

・
平
野

か
ら
は
富
士
吉
田

駅
行
き
の

バ

ス
の

ほ
か
に
も
新
宿
行

き
の
中
央
高
速

バ
ス

が
出
て

い
る
。
ま
た
、
途
中
の
旭

日
丘
で

は
御
殿
場
行

き
の

バ
ス
に
接

続

し
て

い
る
。

・
行
程

が
短

い
の
で

フ
ァ
ミ
リ

ー
（

イ

ク

に
も
適
し
て

い
る
。
展
望
を
楽
し

む

つ

も
り
で
あ
れ
ば

、
な
る
べ
く
早

い
時

刻

に
山
頂

に
立
ち

た
い
。
午
後
に

な
る

と
富
士

山
に
は
雲

が
湧
く
確
立

が
高

く

な

る
。

・
水

は
石
割
神
社

後
ろ
の
巨
岩
の

湧
水

を

使
う
の
も
よ

い
が
、
ふ
も
と
で
十

分

用
意
し

た
方
が
無
難
だ
ろ
う
。
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学
校
の
横
を
通
り
、
北
側
に
見
え
る
カ
ヤ

ト
に
お
お
わ
れ
た
高
座
山
（
ハ

ノ
字
山
）

を
め
ざ
す

。
舗
装
さ
れ
た
道
は
鳥
居
地
峠

ま
で
続
い
て
お
り
、
車
利
用
で
あ
れ
ば
そ

こ
ま
で
入

る
こ
と
が
で
き
る
。
峠

か
ら
ま

っ
す
ぐ
下

れ
ば
大
明
兄
区
へ
向
か
う
。

峠
の
右
側
の
高
座
山
登
山
道
に
入
り
、

少
し
急
な
作
業
道
を
進
み
、
車
止
め
ゲ
ー

ト
前
で
左
手
に
入
り
尾
根
道
に
出

る
。
ゆ

る
や
か
な
登
り

が
し
ば
ら
ぐ
続
き
、
最
後

の
急
坂
が
終
わ
る
と
カ
ヤ
ト
の
原

が
開
け

た
高
座
山
（
1
3
0
4

封
）
に
達
す
る
。

高
座
山
で
富
士
山
の
眺
望
を
堪
能
し
た

ら
、
北
東
に
尾
根
道
を
下

る
。
雑
木
林
の

な
か
に

、
花
期
で
あ
れ
ば
レ
ン

グ
シ
ョ
ウ

マ
が
美
し

い
。
送
電
線
の
鉄
塔
を
す
ぎ
る

と
大
権

道
峠
で

、
少
し
先
に
は
（

ン

グ
グ

ラ
イ
ダ
ー
の
ス
タ
ー
ト
台
が
あ
る
。
左
側

に
は
崩
壊
止
め
工

事
の
た
め
の
林
道
が
上

が
っ
て
き
て

い
る
。

大

権
道
峠
か
ら

杓

子
山

ま
で

は
3
0分

ほ
ど
の
急
な
登
り
と
な
る
が
、
フ
シ
グ
ロ

セ
ン

ノ
ウ
、
ギ
ン
ラ
ン

、
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン

ジ
ン

、
グ
ン
ナ
イ
フ
ウ
ロ
、
ヤ
マ
ラ

ッ
キ

－

－

－
－

－
－

ｒ

ｒ

｀－
－

１

１

－

－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ヨ
ウ
な
ど
の
季
節
の
花

が
数
多
く
、
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

杓
子
山
（
1
5
9
8

口
）
は
三
等
三
角

点
が
置

か
れ
、
山
梨
百
名
山
の
標
柱
が
あ

る
。
山
頂
か
ら
の
眺
め
は
実
に
す
ば
ら
し

く
、
丹
沢
山
塊

、
愛
鷹
山
、
富
士
山
が
手

に
と
る
よ
う
に
近
く
、
三

ツ
峠
山
、
御
坂

山
塊
の
後
ろ
に
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
雄
峰

が
連
な
っ
て
い
る
。

ゆ
っ
く
り
展
望
を

楽
し
ん
だ
ら
東
へ
尾

根
ど
お
し
に
進
み
、
鹿
留
山
の
分
岐
点
の

子
ノ
神
に
つ
く
。
こ
こ
か
ら
鹿
留
山
を
往

－

－
－
－
－

－

－

レ

ー

ー
ー

／

／

；　　 ／

/４ ～_/´

之

復
す
る
。
鹿
留
山

は
展
望
は
な

い
が
ブ
ナ

の
林
が
美
し

い
山
頂
で
あ
る
。

再

び
子
ノ
神
ま
で
戻
り
、
南
へ
と
急
坂

を
下
る
。
足
元
を
確
認
し
な
が
ら
下
り
終

え
た
と
こ
ろ
が
立
ノ
塚
峠
で
、
そ
こ
に
は

小

さ
な
石
地

蔵
と
道
標
が
あ
る
。

立
ノ
塚
峠
か
ら
さ
ら
に
尾
根
道
を
た
ど

る
。
右
手
の
忍
野
村
と
富
士
山
の
景
色
を

ゆ
っ
く
り
眺
め
な
が
ら
い
け
ば
林
道
が
横

切
る
二
十
曲
峠
に
つ
く
。
近
く
に
は
あ
ず

ま
屋
や
水
場

が
あ
り
、
休
憩
に
最
適
で
あ

る
。
ま
た

、
富
士
山
の
展
望
が
よ
い
た
め

227



か
写
吉
】
（
愛

好

家

の
集

ま

る
場

所

で

も

あ
る

。

二

十

曲

峠

か

ら
は

内

野
方

面

に
下

る
。

林

道
な

り

に
下

っ
て

い
く

と

田

園
風

景

が

広

か

っ
て

く

る
。
夏

に
は

ヒ

マ

ワ
リ

畑

、

秋

に
は

コ

ス

モ
ス

畑

と
な

っ
て

美
し

く

咲

き
乱

れ

て

い

る
。

途

中
、

た

ま

ご
拾

い
牧

場

や

無
人

の
野

菜
売

場

も

あ

り

、
新

鮮

な

た
ま

ご

や
野

菜

な

ど
を

買

い
求

め
る

こ

と

も

で

き

る

。
赤

い
鳥

居

の
天

狗

社

を
左

に

見

て

、
す

ぐ

先

に
内

野

の

バ
ス

停

が

あ
り

、

そ

こ

で
富

士
吉

田

駅
行

の

バ
ス
を

待

つ

。ら富士山 を見る

○

サ

ブ

コ

ー
ス

杓

子

山

か

ら

不

動

ノ

湯

杓
子
山
よ
り
の
下
山
ル
ー
ト
と
し
て
価

値
の
あ
る
コ

ー
ス
。
杓
子
山
頂
か
ら
大
権

道
峠
ま
で
戻
り
、
す
ぐ
下

に
あ
る
林

道
に

下
り
て
山
腹
を
か
ら
み
な
が
ら
高
度
吏

洛

と
し
て

い
く
。
谷
間
の
平
坦
な
道
と
な

る

と
、
し
ば
ら
く
で
不
動
ノ
湯
に
っ
く
。

不
動

ノ
湯
は
公
営
の
温
泉
で
、
皮
膚
病

や
ア
ト
ピ
ー
に
特
効
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
、

近
郷

か
ら
湯
治
に
く
る
人
や
、
ポ
リ

タ
ン

ク
に
湯
を
つ
め
て
帰

る
人
で
賑
わ

っ
て
い

る
。
山
行
中
の
野

早
カ
ブ
レ
に
効
く
の
で

、

Ｊ

三
国
山

時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
一
浴
し
て
い
く
と

よ
い
。

不
動
ノ
湯
か
ら
は
舗
装
道
路
と
な
り
、

途
中
、
左
に
鳥
居
地
峠
か
ら
の
道
を
合
わ

せ
た
後

、
川
沿

い
に
桜
並
木
を
見
な
が
ら

た
ど
っ
て
い
く
と
、
大
明
見
の
駐
在
所
と

銀
行
の
前
を
通
り
、
火
の
見
や
ぐ
ら
を
左

に
見
て
大
明
見
の
交
差
点
に
出
る
。
こ
こ

か
ら
は
下

吉
田
駅
行
の
バ
ス
が
出
て
お
り
、

近
く
に
は
タ
ク
シ
ー
会
社
も
あ
る
。
歩
い

て
も
4
0分
ほ
ど
の
距
離
で
、
桂
川
を
渡
り

昭
和
通
り
を

横
断
、
国
道
１
３
９
号
線
に

出
て
宮
川
橋
土

旦
進
す
る
と
富
士
急
行
線

下

百
田
駅
で
あ
る
。

＊
一
般
向
き
　
日
帰
り
　
＊
適
期
＝
９
月
上
旬
～
５
月
下
旬

山
中
湖
の
南
岸
に
連
な
る
三
国
山
稜
は
、
草
原
の
開
け
た
な
だ
ら
か
な
尾
根
が

続
き
、
富
士
山
や
山
中
湖
の
眺
め
が
よ
い
。
新
緑
の
季
節
に
は
野
鳥
の
声
が
、
ま

た
フ
ジ
ア
ザ
ミ
の
咲
く
晩
夏
、
紅
葉
の
秋
と
、
ど
の
季
節
に
訪
れ
て
も
楽
し

い
コ

ー
ス
だ
。

龍

坂
峠

で

バ
ス
を

降

り

た

ら
、

龍
坂

ド

ラ
イ

ブ

イ
ン

の

反
対

側

の

道

に
入

る

。
火

ｒ

山

灰

の
息

£
み
Ｄ
分
ほ

ど

歩

き

、

―

’`ｙ
ふ
Ｌ

ぎ

た

先

で

右

に

分

か

れ

る

道

に

注

意

し

て

、

指

導

標

に

従

い

登

山

道

に

入

る

。

￥

Ｉ
Ｉ
Ｍ

ｌｍ
１
 ４
'
ｉ

ｌｉ

ｒ
ｘ
１
 ４

と

進

む

に

つ

れ

、

で

－

‐

‐

‐‐

－

○
高
座
山

・
杓
子
山

富
士
急

行
線

富
士

吉
田
駅
（
富
士

急
行

バ
ス
2
0
分
）
役
場

前
（
4
5分

）
鳥
居
地

峠

（
5
0
分
）
高
座

山
（
3
0分

）
大

権
道

峠
（
3
0

分

）
杓
子
山
（
2
5分

）
子

ノ
神
（
1
0
分
）
鹿

留
山
（
５

分
）
子

ノ
神
（
4
5分
）
立

ノ
塚
峠

（
5
0
分
）
二
十

曲
峠
（
１

時
間
）
内

野
（
富

士
急
行

バ
ス
2
5分
）
富
士
吉
田

駅

歩
程
＝
５

時
間
5
0
分

▼
サ
ブ
コ

ー
ス

杓
子
山
（
2
0分

）
大
権
道
峠
（
5
0分

）
不
動

ノ
湯
（
4
5分
）
大
明
見
交
差
点
（
4
0分
）
富

士

急
行
線
下
吉
田
駅

地
形
図
＝
５
万
／

山
中
湖
　
2
.
5万
／
富

士

吉
田
、
御
正
体
山

○
山
行
ア

ド
バ
イ
ス

・
役
場
前
バ
ス

停
か
ら
鳥
居
地
峠

へ
向

か
う

里

道
が

少

々

わ

か
り

に
く

い
の

で

、
地
図

を
よ
く
確
認
し
て
歩
き
た

い
。

要

所

に

は
指

導

標
が

立

て

ら
れ

て

い

る

。

・
コ

ー
ス
中
に
水
場

は
二
十
曲
峠
付
近

の
み
な

の
で
、
水
は
駅

で
十
分
に
用

意

し
て

い
き
た

い
。

・
杓
子
山
付

近
の
花
期

は
、
フ
シ
グ

ロ

セ
ン
ノ
ウ

が
８
月
下
旬

、
ギ
ン
ラ
ン
が

６
月
上
旬

、
ツ
リ
ガ
ネ
ニ

ン
ジ
ン
が
８

月
下
旬

、
グ
ン
ナ
イ
フ
ウ

ロ
が
フ

／
月
下

旬

、
ヤ

マ
ラ

ッ
キ
ョ
ウ
が
９
月
下

旬
で
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